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令和 2 年 11月 5 日香川県三豊市の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザ

が発生し、12月 21日現在で１２県３０農場、関連農場も含め過去最多の

３００万羽を超える殺処分、防疫措置が行われています。本県でも 12月

１０日に発生（H5N８亜型）があり、13日に防疫措置を完了していま

す。野鳥においても 8道県１９事例が報告されており、本県でも 12月 3

日に和歌山市でオシドリからウイルス（H5N8亜型）が分離されていま

す。農場の皆様には、今一度飼養衛生管理基準を見直し、防疫の徹底をお

願いします。          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内で高病原性鳥インフルエンザが続発しています 

農林水産省 HPより抜粋 



  

 

 

 11 月 27日より緊急消毒を行うため、県内 100 羽以上飼養の養鶏農家

の皆様に消石灰の配布を行いました。また、本県での高病原性鳥インフル

エンザ発生に伴い、12月 2１日より再度消石灰の配布を行います。消毒に

ついては消毒薬の性質を理解し、最大限の効果が発揮できるように使用し

てください。 

  

  〇消毒剤は混ぜずに使用しましょう。 

pHが消毒剤の効果に大きく影響したり、ガス発生の危険などもありま

すので他の消毒剤は混ぜない。 

 

  〇糞などの有機物を除去しましょう。 

有機物により消毒効果が下がるので、長靴の糞は落とし、踏込み消毒

槽は汚れる前に交換。 

 

  〇低温下で効果が減少します。 

消毒剤によっては低温下では効果が下がるため、冬場は使用説明書の

希釈濃度の最高濃度で使用。 

 

 

  〇水分がないと効果が減少します。 

水分と混ざりアルカリ性となり消毒効果を発揮するため、踏込消毒槽

として利用する場合は、長靴を濡らすなど対応。 

 

  〇十分な量を散布しましょう。 

畜舎周囲の散布の場合は 1m２あたり 0.5から 1kgを散布し、消毒効

果を保つため１週間ごとに散布。（目安） 

 

  〇他の消毒薬との相性を考えましょう。 

踏込消毒槽通過後に消石灰散布場所を歩くときは、アルカリ性でも効

果が低下しない逆性石鹸などを利用。 

 

気になることや不明な点がありましたら、                              

所轄の家畜保健衛生所にお問い合わせください。 

消毒薬について 

一般的な消毒剤 

消石灰 


